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卒業式は、卒業生（特に高等部３年生）にと

っては、晴れの日であり、学校生活を締めく

くる大切な行事です。昨年度に引き続き今年

度もコロナ禍の中において式典の参加人数や

内容等を工夫しなければなりません。 
（写真は、平成１８年度の卒業式の様子。H19.3.10） 

１１月２０日（金）、小学部３・４年生で参観授業

が行われました。この日は、「合同生活」の授業

で、イソップ物語の「アリとキリギリス」をモチー

フにしたお話遊びの様子を参観していただきまし

た。子供たちは、お話の展開を意識して活動を楽し

んだり、役になって表現することや見立て等の役割

のある遊びを楽しんでいました。 

授業の回数を重ねてきたことで、 

子供たちも見通しをもって楽しく 

取り組めるようになってきています。 

 

１１月２０日（金）の給食は、「ふる

さと誕生日」にちなんだ献立でした。 

「ご飯・牛乳・みかん・くじらの竜田

揚げ・ひじきと大豆の煮物・山芋汁」 

『ふるさと誕生日』：明治４年（1871 年）１１月２２日、和歌山・田辺・新宮の紀州３県の統合

により現在の和歌山県が誕生しました。和歌山県は、県民の皆さんが郷土について理解と関心を深

め、ふるさとを愛する心を育み、自信と誇りをもってより豊かな郷土を作り上げることを期する日

として、この１１月２２日を「ふるさと誕生日」として条例で定めています。和歌山県は、令和３

年に誕生１５０周年を迎えます。（和歌山県 HPより引用。） 

給食の食材・鯨肉 

和歌山県

誕生

150 年

記念ロゴ 

給食（検食用） 


